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主
な
内
容

市公共施設で地熱エネルギーの使用を開始（関連２㌻）　
ハロウ安比校生徒が地域のスキー大会に初参加（関連３㌻）
各種スキー大会の結果（関連４～５㌻）
50㌔を超えるごみの持ち込みが有料に（関連６㌻）　　　けんしんのお知らせ（関連７㌻）

華やぐ田山保育所、手作り ひな飾り で健やかな成長願う

3
Mar. 2025
No.357

" "



ハロウ安比校の生徒が三ヶ田杯スキー大会に初参加

三ヶ田杯三ヶ田杯

安代中２年

　

以
前
に
ハ
ロ
ウ
校
を
訪
問
し
た
と

き
に
会
っ
た
友
だ
ち
と「
緊
張
す
る
け

ど
頑
張
ろ
う
ね
」と
声
を
掛
け
合
い
ま

し
た
。ま
た
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
し
た
い

し
、
文
化
祭
に
も
来
て
ほ
し
い
で
す
。

関 来
く る み

海 さん
人見 妃

ひ め か

香 さん（左）

武久 無
む い

畏 さん（右）

ハロウ安比校

　

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
授
業
で

毎
週
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
田
山
ス

キ
ー
場
に
は
初
め
て
来
ま
し
た
が
、景

色
は
新
鮮
で
、と
て
も
滑
り
や
す
い
ゲ

レ
ン
デ
で
す
。

　

去
年
の
ス
キ
ー
大
会
で
一
緒
に

な
っ
た
友
だ
ち
と
話
す
こ
と
が
で
き

て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
交
流

の
ほ
か
に
、対
面
で
話
せ
る
機
会
が
あ

れ
ば
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

INTERVIEW

アルペン競技
に参加

アルペン競技
に参加

スノーボード
競技に参加

市芸術祭 安代中文化祭

SNAP SHOT ロウインターナショナルスクー
ル安比ジャパン（ハロウ安比校）

の生徒22人が、２月8日に行われた三ヶ
田礼一杯第33回八幡平市ジュニアス
キー選手権大会兼第30回安代地区小中
学校スキー大会に初めて参加しました。
　４年8月の開校以来、積極的に市内外
の施設などを訪れ、活動の幅を広げてい
る同校。市内においても本年度は安代中
の文化祭に参加したり、市芸術祭に作品
を出展したりするなど、さまざまな交流
活動に積極的に取り組んでいます。
　大会当日は、両校生徒がこれまでの
交流の積み重ねでつながった友人の姿
を見つけると、開会式やスタート地点
で声を掛け合う様子が見られました。
　本市の子どもたちがハロウ安比校の
生徒と重ねる交流は、多様性を尊重する
幅広い視点を持つ契機になっています。
これからも市は、同校の活動を支援し、
連携した取り組みを進めていきます。

ハ

子どもたちが雪上交流

大会に出場したハロウ安比校と安代中の生徒で記念撮影

　
地
熱
電
力
の
地
産
地
消
な
ど
を
目
的

に
、６
年
７
月
23
日
に
市
の
ほ
か
ア
ー
バ

ン
エ
ナ
ジ
ー
㈱
、地
元
金
融
機
関
の
計
５

社
の
出
資
に
よ
り
設
立
し
た
㈱
は
ち
ま

ん
た
い
ジ
オ
パ
ワ
ー
は
２
月
１
日
、電
力

の
供
給
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、地
熱
発
電
に
よ
る
電
力
を
核

と
し
て
設
立
さ
れ
た
地
域
新
電
力
会
社

と
し
て
は
、
日
本
で
初
め
て
の
会
社
で
、

松
尾
八
幡
平
地
熱
発
電
所
、安
比
地
熱
発

電
所
の
地
熱
電
力
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
電
力
供
給
の
開
始
に
合
わ
せ
、

地
熱
電
力
の
使
用
で
Ｃ
Ｏ    

排
出
削
減
目
標
達
成
を
見
込
む

市
は
所
有
す
る
全
て
の

高
圧
受
電
の
公
共
施
設

（
58
施
設
・
３
９
３
８

k
w
）の
契
約
を
切
り

替
え
ま
し
た
。

　
今
回
の
切
り
替
え
に

よ
り
、
電
気
料
金
の
削

減
や
、
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
事
務
事

業
編
で
定
め
る
、
平
成

25
年
か
ら
令
和
13
年
ま
で
の
公
用
車
を
除

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
C
O
２
の
排
出
削
減

目
標
４
3
5
7
㌧
の
達
成
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、市
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

由
来
の
電
気
を
積
極
的
に
調
達
す
る
こ
と

で
、
市
内
の
民
間
施
設
な
ど
へ
拡
大
し
、市
内

の
C
O
２
排
出
削
減
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
当
リ
ゾ
ー
ト
内
の
八

幡
平
マ
ウ
ン
テ
ン
ホ
テ
ル
で
は
、地
熱

電
力
を
使
用
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

㈱
は
ち
ま
ん
た
い
ジ
オ
パ
ワ
ー
が
２
月
に

電
源
供
給
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
ホ
テ

ル
の
ほ
か
下
倉
ス
キ
ー
場
、
パ
ノ
ラ
マ
ス

キ
ー
場
の
リ
フ
ト
な
ど
、
当
リ
ゾ
ー
ト
で

使
う
電
力
の
全
て
を
八
幡
平
市
の
自
然
由

来
の
地
熱
電
力
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　

当
リ
ゾ
ー
ト
は
、
国
立
公
園
に
隣
接

し
、
ス
キ
ー
や
登
山
な
ど
自
然
環
境
を

目
当
て
に
訪
れ
る
お
客
様
も
多
く
、
ま

た
、
自
然
環
境
保
護
に
取
り
組
む
企
業

に
関
心
を
持
た
れ
る
外
国
か
ら
の
お
客

様
が
多
い
よ
う
に
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

温
泉
や
地
元
食
材
な
ど
自
然
の
恵
み

を
使
い
、市
内
で
生
ま
れ
た
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入
れ
て
運
営
さ
れ
る

ホ
テ
ル
で
の
宿
泊
を
、ぜ
ひ
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 八幡平マウンテンホテル

２
月
１
日
か
ら
電
力
供
給
を
開
始

平成31年1月に運転を開始した松尾八幡
平地熱発電所（写真は岩手地熱㈱提供）

令和６年３月に運転を開始した安比
地熱発電所（写真は安比地熱㈱提供）

外
へ
流
出
し
て
い
ま
し
た
。

市
は
今
後
、電
力
の
地
産
地

消
の
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
で「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
っ
た
企
業
活
動

が
可
能
な
市
」の
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
を
図
り
、環
境
問
題

に
着
目
す
る
企
業
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
誘
致
活
動

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
同
社
は
、市
内
民
間
事
業
者
８
社
20

施
設
へ
の
電
源
供
給
も
開
始
し
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
は
発
電
さ
れ
た
電
気
や
資
金
が
市

　
　

公
共
施
設
に 

再
エ
ネ 

を
導
入

フロント担当　髙橋 基
も と よ

世 さん

地
産
地
消
で
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上

契
約
の
切
り
替
え
で
見
込
む
メ
リ
ッ
ト

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

２

　

し
っ
か
り
雪
が
降
る
環
境
を
守
り
、高

山
植
物
や
美
し
い
景
色
、
樹
氷
な
ど
が
、

今
後
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
私
た

ち
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八幡平リゾート

市役所本庁舎を含む５８公共施設を地熱電力に切り替え

ホテル１Ｆでは、地熱電力の
仕組みを手作りパネルで紹介
しています。
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◎（
公
財
）全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
B
級
公
認
ガ
リ

ウ
ム
カ
ッ
プ
第
36
回
田
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

大
会（
１
月
6~

8
日
、
田
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
）　
※
入
賞
は
６
位
ま
で

【
男
子
】◇
距
離
▼
フ
リ
ー
▽
中
学
校　

③
石
川

朋と
も（

松
尾
）

【
女
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
中
学
校　

③
小
山
田
凛り

の
ん音（
安
代
）▼
フ
リ
ー
▽
中
学
校　

③
小
山
田
凛
音
▽
高
校　
⑤
小
山
田
凛り

ん
か花（

盛

岡
南
、
安
代
中
卒
）

◎
第
74
回
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
１
月
10~

13

日
、
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　
※
入
賞
は
６

位
ま
で

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
大
回
転　
①
八
幡
陸り

く
と斗

（
西
根
）▼
回
転　

①
八
幡
陸
斗
③
髙
橋
柚ゆ

ず
き輝

（
松
尾
）

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル　

④
石
川
朋
▼
フ

リ
ー　
③
石
川
朋
▼
リ
レ
ー（
４
人
）　

③
松

尾（
石
川
朋
、
髙
橋
孝こ

う
た太

、
羽
澤
諒り

ょ
う
ま真

、
渡
辺

凰お
う
が嘉
）

◇
ジ
ャ
ン
プ　

①
松
田
瑛え

い
と翔（

松
尾
）②
成
田

元げ
ん
き気（
安
代
）

◇
複
合　
①
松
田
瑛
翔
②
成
田
元
気

【
女
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル　

③
小
山
田

凛
音
▼
フ
リ
ー　
③
小
山
田
凛
音

◎
第
74
回
県
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会（
１
月

10~

13
日
、安
比
高
原
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　
※
入

賞
は
３
位
ま
で

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
大
回
転　
③
石
川
岳が

く（
平

舘
）
▼
回
転　
②
中
軽
米
拓た

く
と人（
盛
岡
中
央
、
松

尾
中
卒
）③
藤
田
遥は

る
と翔（

盛
岡
農
業
、
松
尾
中
卒
）

◇
ジ
ャ
ン
プ　
①
山
本
宇そ

ら宙（
盛
岡
中
央
、安
代

中
卒
）

◇
複
合　
①
山
本
宇
宙

【
女
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
大
回
転　

①
阿
部

美み

り

あ
莉
亜（
盛
岡
中
央
、松
尾
中
卒
）②
藤
田
梨り

な愛（
盛

岡
農
業
、
松
尾
中
卒
）▼
回
転　
①
阿
部
美
莉
亜

Ski jumping

Cross country
skiing

◎
第
57
回
県
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
選
手
権
大

会（
６
年
11
月
30
日
、
12
月
1
日
、
県
営
ス
ケ
ー

ト
場
）
※
入
賞
は
３
位
ま
で

【
男
子
】▼
1
5
0
0
㍍　

③
武
田
大だ

い
き輝（
西
根
）

▼
3
0
0
0
㍍　

②
武
田
大
輝

◎
第
46
回
東
北
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技

（
６
年
12
月
21
日
、福
島
県・郡
山
ス
ケ
ー
ト
場
）

※
入
賞
は
６
位
ま
で

【
男
子
】▼
1
5
0
0
㍍　

④
武
田
大
輝

▼
3
0
0
0
㍍　

⑥
武
田
大
輝

◎
第
74
回
県
高
等
学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
選
手
権

大
会（
６
年
11
月
30
日
、
12
月
1
日
、
県
営
ス

ケ
ー
ト
場
）
※
入
賞
は
６
位
ま
で

【
男
子
】▼
1
5
0
0
㍍　

①
武
田
大だ

い
と飛（
盛
岡

農
、
西
根
中
卒
）▼
５
0
０
０
㍍　
①
武
田
大
飛

【
女
子
】▼
5
0
0
㍍　
①
武
田
愛め

い生（
盛
岡
農
、

西
根
中
卒
）▼
1
0
0
0
㍍　
①
武
田
愛
生

◎
第
36
回
東
北
高
等
学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
選
手

権
大
会（
６
年
12
月
20
～
22
日
、
福
島
県
・
郡
山

ス
ケ
ー
ト
場
）
※
入
賞
は
６
位
ま
で

【
男
子
】▼
1
5
0
0
㍍　
⑤
武
田
大
飛

▼
３
0
０
０
㍍　
③
武
田
大
飛

【
女
子
】▼
５
０
０
㍍　
①
武
田
愛
生

▼
１
０
０
０
㍍　
②
武
田
愛
生

Biathlon

Alpine skiing

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
回
転　
④
八
幡
陸
斗

◇
距
離
▼
リ
レ
ー（
５
㌔
×
４
人
）　

④
岩
手（
石

川
朋
ほ
か
）

【
女
子
】◇
距
離
▼
リ
レ
ー（
3
㌔
×
４
人
）　
⑤
岩

手（
小
山
田
凛
音
ほ
か
）

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル　
②
小
山
田
凛
花
▼
フ

リ
ー　
②
小
山
田
凛
花
▼
リ
レ
ー（
３
人
）　
①
盛

岡
南（
小
山
田
凛
花
ほ
か
）

◇
ジ
ャ
ン
プ　
①
工
藤
柚ゆ

ず
か佳（

不
来
方
、
西
根

中
卒
）

◎
第
65
回
県
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
種
目（
１
月
10~

13
日
、
矢
神
飛
躍
台
ほ
か
）　

※
入
賞
は
６
位
ま
で

【
男
子
】
◇
ジ
ャ
ン
プ　
①
永
井
健た

け
ひ
ろ弘（

盛
岡
市

役
所
）
③
山
本
宇
宙
④
永
井
陽よ

う
い
ち一（
市
ス
キ
ー

連
盟
）⑤
松
田
瑛
翔

◇
複
合　
①
永
井
陽
一
③
山
本
宇
宙

【
女
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル　

②
小
山
田

凛
花
▼
フ
リ
ー　

②
小
山
田
凛
花
▼
リ
レ
ー

（
３
人
）　

①
盛
岡
南（
小
山
田
凛
花
ほ
か
）

◇
ジ
ャ
ン
プ　
①
工
藤
柚
佳

◎
第
６
回
県
小
学
生
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
大
会
兼
２
０
２
5
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
県
予
選
会（
１
月
10~

13
日
、

田
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
）　
※
入
賞

は
６
位
ま
で

【
男
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル　

▽
低
学
年　

②
藤
川
蒼そ

う
す
け介（
安
代
ＳＳ
）④
立
花
柊と

う
む夢（
安
代
ＳＳ
）

▼
フ
リ
ー
▽
低
学
年　

③
藤
川
蒼
介
▽
高
学
年　

⑤
佐
藤
翔か

け
る大（
安
代
ＳＳ
）▼
リ
レ
ー（
３
人
）

③
安
代
ＳＳ（
小
山
田
来ら

い
と飛

、藤
川
蒼
介
、佐
藤
翔
大
）

【
女
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
高
学
年　

④
小
山
田
凛り

こ心（
安
代
ＳＳ
）▼
フ
リ
ー
▽
低
学
年　

④
橋
本
妃ひ

な菜（
安
代
ＳＳ
）⑤
橋
本
菜な

ゆ夢（
安
代
ＳＳ
）

▽
高
学
年　

②
小
山
田
凛
心
⑤
岩
渕
六り

っ
か花（

松

尾
Ｘ
Ｃ
Ｓ
）▼
リ
レ
ー（
３
人
）　
③
安
代
ＳＳ（
橋

本
妃
菜
、橋
本
菜
夢
、
小
山
田
凛
心
）

◎
第
77
回
県
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
・
国

ス
ポ
少
年
組
選
手
選
考
会（
1
月
17~

19
日
、
安

比
高
原
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　
※
入
賞
は
３
位
ま
で

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
大
回
転
▽
少
年　

③
石
川

岳
▽
成
年
Ｂ　
③
高
橋
雅ま

さ
ひ
と人（
岩
手
大
学
農
学
部
付

属
寒
冷
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
セ
ン
タ
ー
）

▽
成
年
C　
②
小
船
勝か

つ
み巳（
荒
沢
運
送
）▽
成
年
H　

①
田
村
幸ゆ

き
お男（
松
尾
ス
キ
ー
協
会
）②
伊
藤
浩ひ

ろ
し（
安
代

ス
キ
ー
協
会
）　

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
成
年
Ｃ
５
㌔　
①
八

幡
和か

ず
き樹（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）▽
成
年
Ｉ
5
㌔　

③
安
保
英ひ

で
あ
き明（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）▽
成
年
Ｊ

3
㌔　

③
安
保
文ふ

み
あ
き昭（

安
代
ス
キ
ー
協
会
）

▽
成
年
Ｋ
３
㌔　
②
工
藤
英ひ

で
お雄（
安
代
ス
キ
ー
協

会
）▼
リ
レ
ー　
②
八
幡
平
市（
八
幡
和
樹
、
川
又

講こ
う
へ
い平

、
永
井
陽
一
、
畠
山
長ち

ょ
う
た太
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
少
年　
①
山
本
宇
宙
②
松
田
瑛

翔
▽
成
年
A　

①
小
林
龍た

つ
な
お尚（
土
屋
ホ
ー
ム
ス

キ
ー
部
）▽
成
年
Ｂ　

①
永
井
健
弘
③
永
井
陽

一（
安
代
中
学
校（
職
））

◇
複
合
▽
少
年　

①
山
本
宇
宙
②
松
田
瑛
翔

▽
成
年
Ｂ　
②
永
井
陽
一
③
永
井
健
弘

【
女
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
大
回
転
▽
少
年　

②
阿

部
美
莉
亜
▽
成
年
Ｅ　
③
千
田
亜つ

ぐ
み美（
安
代
ス

キ
ー
協
会
）
◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
少
年
5
㌔　

②
小
山
田
凛
花

◎
第
61
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
１
月

24
～
26
日
、宮
城
県・オ
ニ
コ
ウ
ベ
ス
キ
ー
場
ほ

か
）　
※
入
賞
は
8
位
ま
で

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
大
回
転　

①
八
幡
陸
斗

▼
回
転　
①
八
幡
陸
斗
⑦
髙
橋
柚
輝

◇
距
離
▼
フ
リ
ー　
⑥
石
川
朋

◇
ジ
ャ
ン
プ　

②
松
田
瑛
翔
④
成
田
元
気

◇
複
合　

②
松
田
瑛
翔
④
成
田
元
気

【
女
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル　

⑥
小
山
田

凛
音

◎（
一
社
）日
本
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
盟
公
認
第
34

回
東
日
本
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
大
会（
１
月

24~

26
日
、
田
山
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
場
）　

※
入
賞
は
6
位
ま
で

▼
７・５
㌔
マ
ス
ス
タ
ー
ト　
②
八
幡
和
樹（
県

バ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
）▼
15
㌔
マ
ス
ス
タ
ー
ト

①
山
本
竜り

ゅ
う（
自
衛
隊
体
育
学
校
）▼
ス
ー
パ
ー
ス

プ
リ
ン
ト　
⑥
山
本
竜

◎
第
53
回
松
尾
地
区
ス
キ
ー
大
会（
２
月
１
日
、

八
幡
平
リ
ゾ
ー
ト
パ
ノ
ラ
マ
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　

※
松
尾
地
区
の
順
位
で
、
掲
載
は
１
位
の
み

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
小
学
生
▽
４
年　
藤
田

一か
ず
は
る晴（

松
野
）▽
5
年　
ロ
ウ
ネ
ン
バ
ー
グ
雄ゆ

う
と登

（
松
野
）▽
6
年　

松
尾
俊と

し
き希（

松
野
）▼
一
般　

伊
藤
洋よ

う
い
ち一

◇
距
離
▼
小
学
生
▽
４
年　

工
藤
広ひ

ろ
と徒（

寄

木
）▽
5
年　
阿
部
竜り

ゅ
う
ま馬（

柏
台
）▽
６
年　
菊
池

仁じ
ん（

寄
木
）
▼
中
学
生　
羽
澤
諒
真

【
女
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
小
学
生
▽
４
年　
髙
橋

Ski
C

om
petition 

Results
各
種
ス
キ
ー
大
会

結
果
の
お
知
ら
せ

結ゆ

い衣（
寄
木
）▽
5
年　
松
村
風ふ

う
か花（

寄
木
）▽
６
年　

髙
橋
柑か

ん
な奈（
柏
台
）

◇
距
離
▼
小
学
生
▽
４
年　
中
村
美み

は
る晴（

寄
木
）

▽
５
年　

岩
渕
六
花（
柏
台
）▽
６
年　

高
橋

叶か
な
み望（
寄
木
）

【
混
合
】◇
距
離
▼
小
学
生
リ
レ
ー（
３
人
）

▽
４
年　
松
野
A（
杉
本
煌こ

う
じ
ゅ樹

、
髙
橋
和か

ず
ま眞

、

ヒ
ギ
ン
ズ
瑛あ

き
ら良
）▽
５
年　
柏
台
A（
岩
渕
六

花
、
阿
部
竜
馬
、
木
村
ひ
ま
り
）▽
６
年　
柏

台
A（
石
川
愁し

ゅ
う、

伊
藤
悠ゆ

う
が牙

、
工
藤
真ま

お大
）

◎
第
18
回
北
東
北
学
童
ジ
ャ
ン
プ
大
会（
２
月
２

日
、
矢
神
飛
躍
台
）
※
入
賞
は
6
位
ま
で

▽
低
学
年
ス
モ
ー
ル
ヒ
ル　
②
関
陽ひ

な
み心（

安
代
）

⑤
畠
山
長な

つ
き月（
安
代
）▽
高
学
年
ス
モ
ー
ル
ヒ
ル　

④
関
栞か

ん
な和（

安
代
）

◎
三
ケ
田
礼
一
杯
第
33
回
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選

手
権
大
会
兼
安
代
地
区
小
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
２
月
8
日
、
田
山
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　
※
掲
載
は

三
ケ
田
礼
一
杯
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権
大

会
１
位
の
み

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
小
学
生
▽
１
年　
藤
村

晄あ
き
と士（
安
代
）▽
２
年　
藤
田
晴は

る
ひ
と仁（
松
野
）▽
３
年　

小
船
大た

い
よ
う陽（

安
代
）▽
４
年　
藤
田
一
晴
▽
５
年　

池
元
真な

お
と登（
安
代
）▽
６
年　
小
船
竜り

ゅ
う
じ
ん臣（
安
代
）

▼
中
学
生
▽
1
部　
M
i
c
a
h
 L
i（
ハ
ロ

ウ
安
比
）▽
２
部　
小
原
茉ま

ひ
ろ大（

安
代
）

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド　

L
u
c
a
s Y
u
e
n

（
ハ
ロ
ウ
安
比
）

◇
距
離
▼
小
学
生（
ク
ラ
シ
カ
ル
）▽
１
年
0
・

5
㌔　

立
花
翔し

ょ
う
と登（

安
代
）▽
２
年
0
・
5
㌔　

畠
山
陽は

る
と人（

安
代
）
▽
3
年
1
・
４
㌔　
藤
川
蒼

介（
安
代
）▽
４
年
1
・
４
㌔　
佐
藤
翔
大
▽
５

年
３
㌔　
八
幡
岳た

け
る（

田
山
）
▽
６
年
３
㌔　
石
川

愁
▼
中
学
生（
フ
リ
ー
）▽
1
部
6
㌔　
成
田
元

気
▽
２
部
3
㌔　
佐
藤
寛ひ

ろ
や也（

安
代
）

ス
ケ
ー
ト
競
技
の
結
果

◇
ジ
ャ
ン
プ
▼
小
学
生
▽
低
学
年（
１~

４
年
）　

小
船
大
陽
▽
高
学
年（
５・６
年
）　
小
船
竜
臣

【
女
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
小
学
生
▽
1
年　
村
上

慧さ
と
か香（
安
代
）▽
２
年　
池
元
史ふ

み
か奏（
安
代
）▽
3

年　
鈴
木
希の

ぞ
み（

松
野
）▽
４
年　
村
上
慶よ

し
か香（

安

代
）▽
5
年　

佐
々
木
華は

な（
大
更
）▽
６
年　
藤

田
結ゆ

な愛
（
松
野
）
▼
中
学
生
▽
1
部　

A
u
d
r
e
y 
L
a
m（
ハ
ロ
ウ
安
比
）
▽
２

部　
小
林
愛ま

な
か佳（
安
代
）

◇
距
離
▼
小
学
生（
ク
ラ
シ
カ
ル
）▽
1
年
0
・

5
㌔　

盛
内
優ゆ

う
あ愛（

安
代
）▽
２
年
0
・
5
㌔　

橋
本
妃
菜
▽
３
年
1
・
４
㌔　
橋
本
菜
夢
▽
４

年
1
・
４
㌔　
佐
々
木
唯ゆ

い（
安
代
）▽
5
年
3
㌔　

岩
渕
六
花
▽
6
年
3
㌔　
小
山
田
凛
心
▼
中
学

生（
フ
リ
ー
）▽
２
部
3
㌔　
阿
部
藍あ

い
り凛（
安
代
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▼
小
学
生
▽
低
学
年（
１~

４
年
）　

関
陽
心
▽
高
学
年（
５・６
年
）　
関
栞
和

【
混
合
】◇
距
離
▼
小
学
校
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
リ

レ
ー（
0
・
７
㌔
×
４
人
）　
田
山（
佐
藤
楽が

く

、安

保
麗れ

の
ん音
、
阿
部
凛り

い
さ咲
、
八
幡
岳
）

◎
第
62
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
２
月
４
～

7
日
、
長
野
県
・
野
沢
温
泉
シ
ャ
ン
ツ
ェ
ほ
か
）　

※
入
賞
は
10
位
ま
で

（
敬
称
略
）
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種 類 変 更 前
７年３月31日まで

変 更 後
７年４月１日から

家庭系ごみ 無料 50㌔まで無料
※超過分は下表参照

事業系ごみ
（個人事業主、会社など）

10㌔当たり100円
※現在と変更ありません

市民講座を開講します
市のごみ処理の現状を知る

　市は、ごみ処理の現状を知り、ごみ減
量化やリサイクルの向上につなげるた
め、市民講座を下表のとおり開いていま
す。内容はすべて同一で、誰でも参加で
きます。※安代地区は開催済み。

会　場 開 催 日 時　間
松尾コミセン ３月12日㈬ 14：30 ～

（１時間程度）田頭コミセン ３月13日㈭
大更コミセン ３月21日㈮

▽
本
市
の
ご
み
処
理
の
現
状

▷受付日時

R２ R３ R４

24

20

16

12

8

（単位：㌫） 県平均 市平均

グラフ２＿市リサイクル率の
　推移

▷搬入方法

▷手数料の支払い

▽
有
料
化
の
目
的

50
㌔
を
超
え
る
場
合
、
４
月
１
日
か
ら
有
料
に

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
ご
み

　
本
市
の
ご
み
排
出
量
は
、１
人
１
日
当

た
り
1
1
２
8
㌘（
４
年
度
）で
、
県
平

土日祝（振替休日）、年末年始を除く平日および
第４日曜日の午前8時半から午後４時半まで
※第 4 日曜日は粗大ごみの受け付けに限る

清掃センター計量棟で受け付け・ごみの計量を
行います。※本人確認のため運転免許証など身
分証明書を提示してください。

現金払いのみ。清掃センター受付窓口で支払っ
てください。

▽
手
数
料
が
免
除
に
な
る
場
合

　
災
害
ご
み
、
火
災
ご
み
な
ど
の
特
別
な

事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
、
自

▽
ご
み
の
分
別
の
調
べ
方

　
「
ご
み
の
正
し
い
分
け
方
・
出
し
方
」や

「
ご
み
分
別
事
典
」を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
も
確
認
で
き

ま
す
。

グラフ１＿１人１日当たりの
　ごみ排出量（平均）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

県
平
均

市
平
均

９
０
１
㌘

１
１
２
８
㌘

　
４
月
１
日
か
ら
、市
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

50
㌔
を
超
え
る
家
庭
系
ご
み
を
直
接
持

ち
込
む
場
合
に
、ご
み
処
理
手
数
料
を
徴

収
し
ま
す
。徴
収
は
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
で

受
け
入
れ
る
全
て
の
品
目
が
対
象
で
、持

ち
込
む
都
度
、重
量
に
応
じ
て
徴
収
し
ま

す（
表
１・２
）。

　
な
お
、地
区
の
ご
み
集
積
所
に
出
す
ご

み
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
無
料
で
収
集
し

ま
す
。

　
市
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
ご

み
排
出
量
の
削
減
、ご
み
処
理
に
か
か
る
施

設
運
営
費
用
の
確
保
な
ど
を
目
的
に
、重
量

に
応
じ
た
手
数
料
を
徴
収
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
有
料
化
に
よ
り
、排
出
量
に
応

じ
て
負
担
に
差
を
設
け
る
こ
と
で
、ご
み

処
理
に
か
か
る
負
担
の
実
質
的
な
公
平

化
を
図
り
ま
す
。
有
料
化
を
き
っ
か
け

に
、
い
ま
一
度
、
ご
み
の
出
し
方
を
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

表１＿ごみ処理手数料比較表

※50㌔以上の超過分は、10㌔単位で料金を設定しています。

50㌔まで 無料
60㌔まで 50円（超過分10㌔が対象）
100㌔まで 250円（超過分50㌔が対象）
200㌔まで 750円（超過分150㌔が対象）

表２＿ごみ処理手数料　料金例

　「けんしん」は、健診・がん検診・その他検診に区分
されます。対象や検査内容は下表のとおりです。

種類 対象 検査内容 持ち物

健
診

国保30代健診 30～39歳の市国民健康保険加入者 腹囲測定、尿検査、血圧、採血、眼底検
査、心電図など

健康診断受診票（OCR）
保険証または資格確認
書、1,000円（70歳以上、
６年度住民税非課税世帯
の人は無料）

特定健診 40～74歳の市国民健康保険加入者

長寿健診 後期高齢者医療保険加入者 尿検査、血圧、採血など

が
ん
検
診

肺がん（結核） 40歳以上
★65歳以上は結核検診を兼ねる 胸部X線検査 健康診断受診票（OCR）

大腸がん 35歳以上
便潜血検査（専用の容器に２日分採便
して提出する検査）

健康診断受診票（OCR）
検診容器※

前立腺がん 50歳以上の男性
血液検査
※前立腺疾患で経過観察、治療中の人は対象外

健康診断受診票（OCR）

胃がん 40歳以上
胃部 X 線検査（バリウムを飲み、胃内部
をX線で撮影）

受検票（白色）

乳がん 40歳以上の偶数年齢の女性 マンモグラフィー（乳房X線検査） 受検票（ピンク色）

子宮頸がん 20歳以上の偶数年齢の女性 細胞診、超音波検査 受検票（黄色）

そ
の
他
検
診

肝炎ウイルス
40歳以上で肝炎の治療や検査
を受けたことがない人

血液検査 健康診断受診票（OCR）

骨粗しょう症 20～70歳の５歳刻み年齢の女性
超音波による、かかとの骨密度検査
※骨粗しょう症で経過観察、治療中の人は対象外

健康診断受診票（OCR）

その場で受診票・受検票を
発行します（10分程度かか
ります）。

市民課窓口
氏名、年齢などを確認し、
郵送します。

電話
パソコン・スマー

インターネット

申込フォーム

けんしん（健診・がん検診）の内容

問い合わせ先　健診▷市民課国保年金係（☎・内線1072）
　　　　　　　がん検診、その他検診▷健康福祉課健康推進係（☎・内線1190）

　過去５年の間に「けんしん」を受けたことがある人を対象に、４月上旬に「け
んしん」の受診票・受検票を送付します。封筒が届いたら必ず開封して、送
付物を確認してください。
　けんしんを受けて、定期的に自分の健康状態をチェックしましょう。

年に１度はカラダをチェック

　「けんしん」の案内チラシのみ送付します。
　「けんしん」を受けるには、受診票・受検票が
必要です。以下の方法で申し込んでください。

過去５年間、市が実施する「けんしん」を１度も受けていない人

健康福祉課、西根・安代各総合支所、田山支所、
各コミセン（荒屋・田山を除く）、松尾鉱山資料館

大腸がん検診容器配布場所
※大腸がん検診を受ける人は、専用容器を右記の配
布場所から事前に受け取り、採便を済ませ、検診日
に持参してください。

受けよう、けんしん（健診・がん検診） ７年度は緑色の
封筒です

トフォンから申
し込みできます。

※電話、インターネットでの申し込みの場合、受
診票・受検票が手元に届くまで１週間程度かかる
場合があります。

17.5 17.1 16.8

10.6 10.4 10.3

詳細はこちら

ここが入り口です

市清掃センターへの ごみの出し方は

均
に
比
べ
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す

（
グ
ラ
フ
１
）。
ま
た
、市
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
は
10
・
３
㌫
と
、
県
内
で
も
低
く（
グ

ラ
フ
２
）、
他
の
自
治
体
に
比
べ
て
分
別

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

治
会
活
動
・
清
掃
活
動
な
ど
の
地
域
活
動

か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み
は
、
減
免
を
申
請

す
る
こ
と
で
手
数
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

0607 No.357 2025（R7）．3
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だ
さ
い
。
予
約
は
各
総
合
支
所
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

取
り
扱
い
業
務
内
容（
問
い
合
わ

せ
先
）　

◎
市
民
課
戸
籍
住
民
係（
☎
・
内

線
１
０
６
４
）

⑴
転
入
・
転
出
な
ど
に
よ
る
住

民
異
動
届
の
受
け
付
け

⑵
戸
籍
謄
・
抄
本
お
よ
び
住
民

票
の
写
し（
広
域
交
付
を
除
く
）、

印
鑑
証
明
書
の
交
付

⑶
印
鑑
登
録
や
登
録
廃
止
手
続
き

⑷
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付（
予
約
し
た
人
の
み
）

◎
市
民
課
国
保
年
金
係（
☎
・
内

線
１
０
７
２
）

⑴
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
手
続
き

⑵
国
民
年
金
の
異
動
届
受
け
付
け

⑶
医
療
費
助
成
の
各
種
手
続
き

　

市
は
市
内
観
光
事
業
者（
飲
食

店
、温
泉
施
設
、ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
）

を
対
象
に
、英
訳
版
の
案
内
文
章
な

ど
の
作
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

対
応
例

▽
施
設
情
報
案
内

▽
メ
ニ
ュ
ー
表

▽
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
文
章

※
す
で
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
英
訳

版
文
章
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
ク

も
可
能
で
す
。

費
用　
無
料

申
し
込
み
方
法　
翻
訳
を
希
望
す

る
文
章
な
ど
内
容
が
分
か
る
も
の

を
、持
参
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し

　

市
は
転
入
や
転
出
な
ど
が
多

く
な
る
年
度
末
・
年
度
初
め
に

合
わ
せ
、
休
日
臨
時
開
庁
を
行

い
ま
す
。

開
庁
日
時　
３
月
30
日
㈰
・
４
月

6
日
㈰
い
ず
れ
も
午
前
８
時
半
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で（
前
々
日
ま
で
の
予
約
者
の
み
）

開
庁
場
所　
市
役
所
本
庁
舎
市
民

課（
西
根・安
代
各
総
合
支
所
は
開

庁
し
ま
せ
ん
）

※
毎
週
水
曜
日
は
、
午
後
７
時
ま

で
本
庁
舎
の
窓
口
を
延
長
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

（
要
予
約
）　
西
根
・
安
代
各
総
合

支
所
が
交
付
場
所
に
な
っ
て
い
る

人
も
、
本
庁
舎
で
交
付
し
ま
す
。

カ
ー
ド
の
移
動
が
必
要
と
な
る
た

め
、
前
々
日
ま
で
に
予
約
し
て
く

て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
確
認
し
て
く

　
市
は
７
年
度
中
に
発
注
す
る
小

規
模
工
事
や
修
繕
な
ど
に
つ
い
て
、

契
約
を
希
望
す
る
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。
な
お
、
す
で
に
登
録
し

て
い
る
場
合
は
、申
請
は
不
要
で
す
。

※
見
積
書
の
依
頼
や
契
約
を
約
束

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

登
録
要
件　
市
内
に
本
社
・
本
店

ま
た
は
住
所（
住
民
登
録
）が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
こ
と

⑴
市
税
滞
納
者

⑵
市
営
建
設
工
事
等
請
負
資
格
者

名
簿
登
載
者

登
録
で
き
る
業
種　
建
設
業
法
で

定
め
る
29
業
種
の
う
ち
３
業
種
ま

で（
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
や
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店

は
、
該
当
業
種
の
登
録
は
不
要
）

※
一
括
下
請
け（
丸
投
げ
）は
不

可
。
自
ら
履
行
可
能
な
業
種
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法　
詳
し
く

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

登
録
有
効
期
限　
８
年
３
月
31
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
契
約

管
財
係（
☎
・
内
線
１
２
４
２
、

１
２
４
３
）

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課
観

光
振
興
係（
☎
・
内
線
1
3
４
9
）

　
市
立
病
院
は
、最
期
ま
で
本
人
の

意
思
を
尊
重
し
た
医
療・介
護
が
提

供
で
き
る
地
域
を
目
指
し
て
、市
民

公
開
講
座
を
開
き
ま
す
。参
加
費
は

無
料（
申
し
込
み
不
要
）で
す
。

日
時　
３
月
29
日
㈯
午
後
１
時
か

ら
４
時
半
ま
で

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢●●

●

●

●

●

●

●

●

●

小
規
模
工
事
な
ど
の
受
注

希
望
業
者
を
募
集
し
ま
す

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢●●

●

●

●

●

●

●

●

●

年
度
末
・
初
め
の
休
日

市
役
所
を
臨
時
で
開
庁

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢●●

●

●

●

●

●

●

●

●

観
光
客
向
け
の
英
語
訳
文
章

作
成
を
支
援
し
て
い
ま
す

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢●●

●

●

●

●

●

●

●

●

医
療
介
護
連
携
に
関
す
る

市
民
公
開
講
座
を
開
催

詳細はこちら

詳細はこちら

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

【
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
】

▽
㈱
サ
ン
セ
イ
ラ
ン
デ
ィ
ッ
ク
様

…
６
年
9
月
24
日
、
市
の
魅
力

発
信
と
観
光
客
の
誘
致
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
２
0
0
万
円
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。

　
住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
、
行
政
な
ど
の
適
切
な
支
援
や

サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
ぐ
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
、
杉
田
好こ

う
こ子
さ
ん
＝

大
泉
＝
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
担
当
は
大
泉
地

区
で
、
任
期
は
1
月
1
日
か
ら
11

月
30
日
ま
で
で
す
。

　

そ
の
他
の
地
区

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
福

祉
総
務
係（
☎・
内
線
1
1
1
５
） 詳細はこちら ◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢●●

●

●

●

●

●

●

●

●

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

杉
田
好
子
さ
ん
を
委
嘱

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢●●

●

●

●

●

●

●

●

●

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
会
を
開
催

　
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
の
活
動
内
容
を

知
っ
て
も
ら
い
、
交
流
の
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
報

告
会
を
開
き
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

３
月
27
日
㈭
午
前
10
時

か
ら

会
場　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

内
容　
現
役
隊
員
３
人（
初
年
度
２

人
、
最
終
年
度
１
人
）の
活
動
発
表

問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
定
住
促
進
係（
☎
・
内
線

1
４
5
1
）

　
３
月
か
ら
５
月
は
水
道
使
用
開

始
の
申
し
込
み
が
集
中
し
、
希
望

日
で
の
対
応
が
難
し
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
水
道
使
用
開
始
の

手
続
き
は
、
使
用
開
始
日
の
３
日

前（
土
日
祝
日
除
く
）ま
で
に
し
て

く
だ
さ
い
。

手
続
き
方
法　
上
下
水
道
課
窓
口

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

受
付
時
間　
平
日
の
午
前
８
時
半

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

提
出
書
類　
給
水
契
約
申
込
書

※
申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
同
課

か
ら
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
電
話
申

し
込
み
の
場
合
は
、

後
日
郵
送
な
ど
に
よ
り
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
課
経

理
係（
☎
・
内
線
１
２
8
5
）

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢●●

●

●

●

●

●

●

●

●

ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本

計
画
案
へ
の
意
見
を
募
集

　
盛
岡
広
域
環
境
組
合
で
は
、
新

た
な
ご
み
処
理
施
設
の
施
設
規
模

や
処
理
方
式
な
ど
の
基
本
的
事
項

を
取
り
ま
と
め
た「
ご
み
処
理
施

設
整
備
基
本
計
画
」案
に
つ
い

て
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限　
３
月
24
日
㈪

計
画
案
閲
覧
場
所　

　

市
民
課
ま
た
は
西
根
・
安
代

覧
で
き
ま
す
。

意
見
提
出
先　

〒
0
２
0
・

8
5
3
1　
盛
岡
市
若
園
町
２

番
18
号　
盛
岡
広
域
環
境
組
合

提
出
方
法　

任
意
の
様
式
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意
見
を

記
載
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス（
0
1
9
・
6
２
3
・

5
5
5
3
）、
メ
ー
ル（sisetu@

m
orioka-env.jp

）で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
は
３
月
24
日
㈪
必
着
で
、

そ
の
他
は
同
日
午
後
５
時
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

盛
岡
広
域
環

境
組
合（
☎
0
1
9
・
6
8
1
・

0
7
5
3
）、
市
民
課
環
境
衛
生

係（
☎
・
内
線
1
0
7
1
）

総
合
支
所
各
窓
口

ま
た
は
下
記
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
も
閲

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢●●

●

●

●

●

●

●

●

●

水
道
使
用
開
始
の
手
続
き

余
裕
を
も
っ
て
申
し
込
み
を

　
市
は
通
学
に
関
わ
る
家
庭
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
学

生
の
通
学
定
期
券
購
入
費
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
公
共
交
通
機
関　
　

次
の
公
共
交
通
機
関
が
運
行
す
る

鉄
道
と
路
線
バ
ス

▽
J
R
東
日
本（
東
日
本
旅
客
鉄

道
㈱
）

▽
I
G
R
い
わ
て
銀
河
鉄
道
㈱

▽
岩
手
県
交
通
㈱

▽
岩
手
県
北
自
動
車
㈱

▽
秋
北
バ
ス
㈱

▽
J
R
バ
ス
東
北
㈱

補
助
対
象
者　
市
内
に
住
所
が
あ

り
、居
住
し
て
い
る
学
生（
小
学
校・

中
学
校
・
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学

校
・
特
別
支
援
学
校
）の
保
護
者

※
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学

へ
通
う
学
生
は
対
象
外

補
助
金
額　
通
学
定
期
券
購
入
費

の
1
0
0
分
の
10
の
金
額（
10
円

未
満
は
切
り
捨
て
）

申
請
方
法　

定
期
券
販
売
窓
口

で
、有
効
期
間
が
終
了
し
た（
ま
た

は
更
新
す
る
）定
期
券
と
併
せ
て

申
請
書
を
提
示
し
、
購
入
証
明
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
証
明
を
受
け

た
申
請
書
は
、
期
限
内
に
申
請
先

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
複
数
の
交
通
機
関
を
利
用
し
て

い
る
場
合
は
、
交
通
機
関
ご
と
に

購
入
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

６
年
度
分
の
申
請
書
提
出
期
限

　
４
月
30
日
㈬

申
請
書
の
配
布　
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る詳細はこちら

か
教
育
総
務
課
ま

た
は
西
根
・
安
代
各

総
合
支
所
で
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
大
更
駅
、
好
摩
駅
、
岩
手
県
北

バ
ス
八
幡
平
営
業
所
で
も
交
付

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
教
育
総
務
課
学

事
係（
☎
・
内
線
1
3
9
9
）

昨年度開かれた報告会の様子詳細はこちら

詳細はこちら◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢●●

●

●

●

●

●

●

●

●

通
学
定
期
券
の
購
入
費
を

一
部
助
成
し
て
い
ま
す

開催内容 講師・発表者

1 アプライドドラマ「後悔のない最期を
迎えるために今できること」

（一社）日本地域統合人
材育成機構　理事長　
重田　由美氏

2

実践発表「施設でのエンディングス
トーリー」
▷コーディネーター
　（一社）日本地域統合人材育成機構　
理事長　重田由美氏

・（特養）むらさき苑
・（特養）富士見荘
・（特養）りんどう苑

場
所　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

対
象　
市
内
在
住
の
人

問
い
合
わ
せ
先　
市
立
病
院
地
域

医
療
連
携
室（
☎
76
・
２
8
0
0
）
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係

☎
・
内
線
１
１
０
２

保育施設に入っていない児童も一時保育が利用できます
詳細はこちら

　成年後見制度は、認知症や障がいなどにより、
物事を判断する能力が十分でなくなっても、安心
して暮らすことができるよう、本人を法律的に保
護する制度です。
　家庭裁判所から選任された成年後見人、保佐人
または補助人（以下、「後見人」）が本人に代わって
契約などの法律行為や財産の管理を行います。
成年後見制度の利用に必要な報酬
　後見人は、家庭裁判所が認めれば誰でもなるこ
とができ、弁護士や司法書士などの専門職や市民
後見人など親族以外の人が選ばれることもありま
す。その場合、後見人へ本人の財産から報酬を支
払うことになります。
　市は報酬の支払いが難しい人でも制度を利用で
きるように、報酬に対する助成をします。
成年後見制度利用支援事業
▶助成の対象者　住所が市内にある人または住所
地・居住地特例で市外の施設に入所している人で、
かつ本人が次のいずれかに該当する場合。

詳細はこちら

①生活保護法による保護を受けている
②単身世帯の場合　年間の収入見込額が120万円
以下であり、かつ、現金、預貯金その他の資産の
合計額が120万円以下
③２人以上の世帯の場合　年間の収入見込額が
170万円以下であり、かつ、現金、預貯金、その他
の資産の合計額が170万円以下
▶助成額　家庭裁判所が決定した額。ただし、在
宅の場合は月２万8千円、施設入所または入院の
場合は月1万8千円を上限とします。

介
護
の
コ
コ
ロ

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
・
内
線
１
０
8
６

表①　一時保育を実施している市内の保育施設
区分 施設名 対象児童 電話番号

公立

寺田保育所

２歳児から

77-2328
松尾保育所 68-7773
柏台保育所 78-2002
田山保育所 73-2155

私立

東慈寺保育園 満1歳から 76-3236
杉の子こども園

生後６ヵ月から

76-3345
大更こども園 76-3526
平舘こども園 74-2025
あしろこども園 72-2431
森の子保育園 70-1880
畑保育園 72-5511

ままいろはうす 生後８週から
２歳まで

090-3368
-4810

※公立の対象児童は利用年度の４月1日時点の年齢です。

表②　公立保育所の利用料（日額）
現住所 ２歳児 ３歳児 ４・5歳児
市 内 2,000円 1,500円 1,000円
市 外 4,000円 3,000円

※利用後に納付書を送付しますので、指定の金融機関で
　支払ってください。

　通院や冠婚葬祭などのほか、育児を頑張ってい
る保護者のリフレッシュのため、児童を保育施設
に預けることができます。
　一時保育を実施している市内の保育施設と対象
児童の年齢は表①のとおりです。
保育時間　公立保育所は午前8時半から午後４時
半まで
利用料　公立保育所は表②のとおり
※私立保育施設の保育時間と利用料は、施設に
よって異なるので、各保育施設に問い合わせてく
ださい。また、利用料以外に実費が必要な場合が
あります。
申請方法　利用する保育施設へ事前に申し込んで
ください（公立保育所は1週間前まで）。
※持ち物などは、各保育施設に問い合わせてください。
※人数や行事によっては、利用できない場合があ
ります。

　市は「八幡平市成年後見センター」を開設してい
ます。センターでは、成年後見制度の利用を必要
としている人が、適切に利用できるよう、制度に
関する相談や利用支援を行っています。気軽に相
談してください。
▶利用時間　午前８時半から午後５時15分まで
　（土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く）

相談は成年後見センターへ

成 年 後 見 制 度 を も っ と 身 近 に
　　 　 制度の利用に必要な費用を助成しています

◢
●

●●

●●●

●●●●

◢●● ●

● ● ●

● ● ● ●

　市は、市内を巡回するコミュニティバス・幹
線バスのダイヤや運行ルートを、路線バスとの
機能整理や利用状況に合わせ、４月1日から下
表のとおり改正します。

路線名 発 着 便 改正内容

寺田路線

西根団地 おらほの温泉 ２便目 時刻調整、「駅前二区」から「おらほの温泉」間を廃止
おらほの温泉 西根団地 １便目 時刻調整

おらほの温泉 西根団地 ２便目
時刻調整、「おらほの温泉」から「大更」間を廃止、

「平舘クリニック」から「八幡平市役所」間を廃止、
「大更駅」から「フーガの広場」を新設

大花森路線
温泉郷シャトルバス ２便目 廃止３便目
東八幡平病院 八幡平市役所 １便目 時刻調整、「東八幡平病院」から「大更」間を廃止
おらほの温泉 八幡平市役所 １便目 廃止

前森路線 おらほの温泉 立石 １便目 「自然休養村口」から「立石」間を廃止

路線名 発 着 便 改正内容

荒沢路線

五日市・浅沢線

浅沢地域 安代総合支所
１便目 バス停「テレトラック安代」を設置

毎月４、14、24日の
土・日・祝日は、午
前便のみ運行

２便目
時刻調整、バス停「テレトラック安
代」を設置

３便目

安代総合支所 浅沢地域

１便目
２便目

３便目
時刻調整、バス停「テレトラック安代」
を設置、「戸沢公民館」から「土沢」間の
利用方法を降車専用に変更

横間・曲田線
横間公民館 安代総合支所 １便目

時刻、経路調整２便目

安代総合支所 横間公民館 １便目
２便目

細野・赤坂田線
細野地域 安代総合支所 １便目

時刻、経路調整、バス停「あずみの湯」
を設置

２便目

安代総合支所 細野地域 1 便目
２便目

路線名 発 着 便 改正内容

幹線バス
兄畑駅 市立病院 １便目 時刻調整、バス停「安比ペンション」を設置

市立病院 兄畑駅 １便目 時刻調整、バス停「安比ペンション」を設置、「みなくる前」
から「兄畑駅前」間の利用方法を降車専用に変更

【幹線バス】

【安代地区コミュニティバス】

【西根・松尾地区コミュニティバス】

　詳しくは、市ウェブサイトまたは、
3月上旬に次の場所へ配置する新
しい時刻表を確認してください。

▷主な改正内容

詳細はこちら

４月１日からコミュニティバスのダイヤ・運行ルートが変わります

問い合わせ先　
まちづくり推進課地域振興係（☎・内線 1453）

市役所本庁舎、西根・安代各総合支所、田
山支所、コミュニティバス車内、各コミセ
ン、市立病院など

配置場所

コミバスとは
　路線バスが運行していない地域の皆さんの移動手段
として運行しているコミュニティバスです。1人1乗
車100円（浄法寺線で、市域を超える場合は200円）で利
用できます。
幹線バスとは
　兄畑駅と市立病院を結ぶ移動手段として運行してい
る幹線バスです。3つのエリア（▷西根・松尾 ▷荒沢
▷田山）を横断して運行しており、同じエリア内での利
用は100円、隣のエリアまでの利用は300円、田山エリ
アから西根・松尾エリアは500円で利用できます。
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※イベントの写真は過去の様子です

毎
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情報カレンダー

月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

もしもの時は
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地域おこし協力隊活動報告会
３月27日（市役所多目的ホール棟）

市スポーツ少年団結団式　４月13日
（市総合運動公園体育館）

医療介護連携に関する市民公開講座
３月29日（市役所多目的ホール棟）

安代漆工技術研究センター修了生作品展　
３月26日（安代総合支所）、27日（市役所）

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載）

市内 鹿角（市外局番 0186）
東八幡平病院（☎78-2511） 鹿角中央病院（☎23-4131）
八幡平市立病院（☎76-3111） かづの厚生病院（☎23-2111）

盛岡市北地区・内科（市外局番 019） なかのクリニック（☎22-7335）
二宮内科クリニック（☎621-8181）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
　小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）
※市内医療機関による休日救急当番医の割り当てがない日は、ｶﾚンタ ー゙に掲載さ
れている他市の休日救急当番医を確認してください。

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診療
所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障
を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載）

市内 鹿角（市外局番 0186）
柏台薬局（☎71-1001） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
リリィ薬局西根店（☎78-8560） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）

花輪調剤薬局（☎30-0066）
日本調剤鹿角薬局（☎30-1193）

4月13日3月17日

 小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

Tom's　Chat　 Time　15：15～
16：00（図書館）

▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）柏台薬局・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■医療介護連携に関する市民
公開講座　13：00～16：30（市役
所多目的ホール棟）※P9参照

■休日臨時開庁　8：30～17：15
（本庁市民課窓口）※P9参照、
マイナンバー関連は9:00~16:00

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）なかのクリニック
▶当番薬局（市内）リリィ薬局
西根店・（鹿角）花輪調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■休日臨時開庁　8：30～17：15
（本庁市民課窓口）※P9参照、
マイナンバー関連は9:00~16:00

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）未定　▶当番薬局

（市内）未定・（鹿角）日本調剤
鹿角薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■おはなしのじかん　10：30～
11：00、13：30～14：00（図書館）
■Tom&Tam　Story Time　
14：00～14：30（図書館）

■市スポーツ少年団結団式　
9：00～11：00（市総合運動公園
体育館）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）未定　▶当番薬局

（市内）未定・（鹿角）ファー
マックスかづの薬局

22 23 

30 

5 6 

12 13

29 

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■定例行政相談　9：30～12：00

（市役所本庁舎、大更コミセン）

■図書館休館日
■離乳食教室【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）
■異文化理解講座「日豪関係」
10：00～11：00、18：00～19：00

（平舘コミセン）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■ 姿 勢 改 善 エ ク サ サ イ ズ　
10：00～11：00（市 総 合 運 動 公
園体育館）

■春分の日
■市役所閉庁日

■定例行政相談　9：30～12：00
（田山コミセン）
■Tom's　Chat　Time　17：15～
18：00（図書館）

▶当番医（市内）割り当てなし・
（盛岡市北地区）二宮内科クリ
ニック・（鹿角）鹿角中央病院
▶当番薬局（市内）割り当てな
し・（鹿角）黒沢薬局

■市議会３月定例会・休会
（予定）

■市議会３月定例会・委員長
報告ほか（予定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日 ■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■ ピ ラ テ ィ ス　10：00～11：30

（市総合運動公園体育館）
■安代漆工技術研究センター
修了生作品展　13：00～16：00

（安代総合支所１階）

■らくらく筋トレ　10：00～
11：00（安代地区体育館）
■地域おこし協力隊活動報
告会　10：00～11：30（市役所
多目的ホール棟）※P8参照
■本のクリニック　10：00～
15：00（図書館）
■安代漆工技術研究センター
修了生作品展　10：00～15：00

（市役所総合案内前）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■図書館休館日（図書整理日）

■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■ 移 動 図 書 　 12：50～14：50

（松尾地区内）

■広報はちまんたい発行日
■ 移 動 図 書 　 13：00～14：40

（松尾地区内）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■ 乳 児 健 診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホール棟）
■１歳児健診【受付】　13：15～
13：30（市役所多目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■３歳児健診【受付】　13：00～
13：30（市役所多目的ホール棟）

■胃がん検診【受付】　6：30～
8：30（寺田コミセン）

■胃がん検診【受付】　6：30～
8：30（田頭コミセン）
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※３月30日、４月６日を除く土曜・日曜日は閉庁日です

小児科・常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎76-3111）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週金曜日　　　　　14：00～
循環器内科 毎週水曜日　　　　　10：00～
小児科 毎週月～金曜日　　　　9：00～
心臓・血管外科 第２木曜日　　　　　午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　14：00～
脳神経外科 第1・４木曜日　　　　14：00～
神経内科 第３木曜日　　　　　10：00～
整形外科 第1・３・５火曜日　　　9：00～

※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科を除く）は、一般内科もしくは一般外科で初
診を受け、医師が必要と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）

くらしとお金の安心
相談会（要予約）

３月21日㈮
10：00～15：00 要相談 市民課（☎・内線1066）

盛岡消費生活センター
出前相談会（要予約）

４月８日㈫
13：00～16：00 要相談 市民課（☎・内線1066）

年金相談（要予約） ４月10日㈭
10：00～15：30 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎019-623-6211）
人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課（☎・内線1070）
※定例行政相談はｶﾚンダー内に記載しています。
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　（一社）市観光協会では、八幡平
山頂レストハウスの季節雇用従業
員を若干名募集しています。
業務内容　売店や食堂での接客、
施設管理など
雇用期間　４月中旬から11月上旬
まで（アスピーテライン開通期間）
応募資格　▶健康な市内在住者  
▶普通自動車運転免許▶松尾八幡平
ビジターセンターまで通勤可能な人
応募方法　市販の履歴書に記入
し、同協会に郵送または持参
応募期限　3月14日㈮
申し込み・問い合わせ先　同協会

（☎78-3500）

八幡平山頂レストハウス
従業員を募集しています

　ＮＨＫ　ＢＳで放送予定の「にっ
ぽん縦断こころ旅2025春の旅」
は、宮崎県から北上し、ゴールの
岩手県を目指す9週間の旅です。
　番組では、皆さんの心に残る風
景とエピソードにまつわる手紙
を募集しています。
応募期限　４月21日㈪必着
手紙の送り先　〒150-8001 ＮＨ
Ｋ「にっぽん縦断こころ旅」宛て
問い合わせ先　NHKふれあいセ
ンター（☎050-3786-5000）

思い出の風景を手紙に
にっぽん縦断こころ旅

　県立農業大学校では、新規就農者
研修の①花き入門コース　②野菜入
門コースの受講者を募集します。
実施期間　①5月7日㈬から10月
20日㈪まで（講義10回、実習20回）　
②5月10日㈯から11月1日㈯まで

（講義10回、実習25回）

農業を始めるための
知識を身に付けよう

　市ホストファミリーの会では、
ホームステイの受け入れボラン
ティアファミリーを募集します。
　本年は、6月上旬に本市を訪れ
る予定のタイ王国・タマサート大
学生のホームステイの受け入れを
行います。
問い合わせ先　同会事務局・工藤

（☎090-5350-7980）

タイ・タマサート大生の
ホームステイ先を募集

　県では、県内の食品販売店の食
品表示を定期的にモニターする、
食品表示ウォッチャーを募集して
います。委嘱予定は25人です。
活動期間　委嘱日から8年3月
31日まで
応募期限　7年3月31日㈪必着
問い合わせ先　県民くらしの安
全課食の安全安心担当（☎019-
629-5270）

７年度県食品表示
ウォッチャー募集

　「県特定（産業別）最低賃金」が、
7年1月22日に改正されました。
　なお「県最低賃金」は、952円です。
産業別の最低賃金　

岩手県特定最低賃金が
引き上げとなりました

　（福）みちのく協会では、介護職
員実務者研修（通信課程）を行いま
す。受講後は、介護職員実務者研
修修了の資格が得られます。
定員　40人
受講期間　４月10日㈭から10月
27日㈪まで
学習内容　自宅学習による課題
作成、スクーリングによる医療的
ケア、介護課程Ⅲ、面接授業
受講料　保有資格により3万円か
ら15万円。※各種助成制度利用可
申込期限　3月31日㈪
問い合わせ先　富士見荘・山本

（☎78-2455）

介 護 職 員 実 務 者 研 修
通 信 課 程 を 開 き ま す

研修場所　①県立花きセンター
②県立農業大学校
経費　①10,000円　②15,000円
応募期限　3月21日㈮必着
問い合わせ先　同校研修科（☎①
0197-43-2107　② 0197-43-2211）

問い合わせ先　岩手労働局労働
基準部賃金室（☎019-604-3008）

主な産業名 時間額
鉄鋼業、金属製品製造業 1,008円
光学機械器具・同部分品製造業 985円
情報通信機械器具製造業 975円
県自動車小売業 1,004円

　もりおか若者サポートステー
ションでは、15歳から49歳までの
人を対象に無料就職相談会を開
きます。
日時　3月26日㈬　午後1時半から
と２時半から　※いずれも1組
場所　大更コミセン
予約期限　3月24日㈪午後5時
予約・問い合わせ先　同ステー
ション（☎019-625-8460）

　B 型肝炎被害対策東北弁護団
では、B 型肝炎被害者救済のた
め、訴訟について弁護士が無料で
電話相談に応じます。
日時　3月15日㈯午前10時から
午後6時まで
対象　B型肝炎患者またはその家
族（患者死亡の場合は相続人）
相談の電話番号　022-224-5601、
022-224-5062　※通話料は利
用者負担

B型肝炎訴訟について
相談をしてみませんか

若者のための就職相談会
適性診断も行っています

　県では、5月23日に県全域を盛
土規制法に基づく規制区域に指
定し、申請手続きなどの制度の本
格運用を開始します。
　円滑な制度運用開始に向け、事
業者などを対象に制度の理解を
深めるための説明会を開きます。
日時　４月18日㈮午後２時半から
会場　アイーナ（会議室804）

盛土規制法の運用に
関する説明会を開催

　県不動産鑑定士協会では、不
動産に関する電話相談会を開き
ます。
日時・相談先　４月11日㈮ 
⑴午前9時から正午まで

不動産鑑定士が対応
無料電話相談会開催

⑵午後1時から４時まで

※電話料金は相談者が負担
問い合わせ先　同協会（☎019-
604-3070）

　東日本大震災や平成27年9月２
日以降に災害救助法が適用された
自然災害により影響を受けた個人
や個人事業主は、住宅ローンなど
の免除・減額を金融機関などへ申
し出ることができます。
問い合わせ先　東北財務局盛岡
財務事務所理財課（☎019-625-
3353）

自然災害被災を対象に
ローン等を免除・減額

　昼間集中工事のため、花輪線の
列車を一部運休します。1本の臨
時列車を運転しますが、運休とな
る列車の代行輸送は行いません。
日時　

花輪線昼間工事で
一部の列車を運休

４月 10日㈭、11日㈮、15日㈫～18日㈮、
21日㈪～24日㈭

５月 27日㈫～30日㈮
６月 2日㈪～４日㈬

運休する列車（一部）
発　駅 発時刻 着　駅 着時刻
荒屋新町 11：17 好　摩 12：08
大　館 10：29 好　摩 13：25
大　館 13：36 盛　岡 16：31

【
上
り
】

臨時に運転する列車

発　駅 発時刻 着　駅 着時刻
好　摩 10：19 荒屋新町 11：10
好　摩 13：00 大　館 15：25

【
下
り
】

発　駅 発時刻 着　駅 着時刻
大　館 15：40 盛　岡 19：51

【
上
り
】
問い合わせ先　JR東日本問い合
わせセンター（☎050-2016-1600）

　20歳以上60歳未満の人は、国民
年金への加入が法律で義務付けら
れています。勤務先を退職（失業）
したときは、厚生年金保険から国
民年金に変更する届け出が必要で
す。市民課国保年金係、西根・安
代各総合支所、田山支所または年
金事務所で速やかに手続きをして
ください。また、マイナポータル
を利用した電子申請も可能です。
　収入の減少や失業などにより、
国民年金保険料を納めることが経
済的に困難な場合は、保険料納付
を免除する制度があります。詳し
くは相談してください。
問い合わせ先　ねんきん加入者
ダイヤル（☎0570－003－004）、盛岡
年金事務所国民年金課（☎019－623
－6211）

年金の手続きは忘れずに
電子申請も利用できます

　家畜を所有している人は、家畜
伝染病予防法に基づき、毎年飼養
状況を報告する義務があります。
家畜の種類と報告期限　▶牛、
鹿、綿羊、ヤギ、豚、イノシシ、
馬⇒４月15日㈫　▶鶏、アヒル、
ウズラ、キジ、ダチョウ、ホロホ
ロチョウ、七面鳥⇒6月15日㈰
報告様式　県中央家畜保健衛生
所から配布された様式または同所
窓口に設置されている様式
報告内容　①２月1日時点の飼
養状況 ②畜舎の平面図など（前年
と変更がなければ省略可能）
提出先（方法）　▶同所（郵送、持
参またはファクス019-688-4012）　 
▶市農林課畜産係または農協の畜
産担当（持参）
問い合わせ先　同所（☎019-688-
4111）

家畜の飼養者は定期
報告書の提出が必要

相談先事務所 電話番号
新沼不動産鑑定事務所 019-613-9292
古水不動産鑑定事務所 0192-47-3192
五島不動産鑑定事務所 019-601-6252

相談先事務所 電話番号
大下不動産鑑定・コン
サルティング㈱ 019-621-2421

㈲国土鑑定研究所 019-601-6600
服部不動産鑑定㈱ 019-658-8271

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。
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よろこび・おくやみ ※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。
（1月届け出分）

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

政科学科３年生は１月29日、これまで学ん
だ調理技術の総仕上げとして、先生への思

いをぎっしり詰め込んだ「感謝のおもてなし弁当」
を作り、教職員に贈りました。
　お弁当は、３年間で行った調理実習や食物調理
技術検定で取り組んだ献立を参考に、献立から作
成したオリジナル弁当。生徒10人は手の込んだ８
品をそれぞれ分担して調理すると、一品一品真剣
に盛り付けて完成させました。
　ご飯の周りにおかずが丁寧に並べられた弁当は、

家

感謝の気持ちを美味しさに

　本校恒例のスキー授業が、１月下旬に各学年２日
間の日程で行われました。
　グループに分かれ、インストラクターの先生から
指導を受けた生徒たちは、地域ならではの授業を通
じ、技術の向上を図るとともに、その楽しさに触れ
ることができた２日間となりました。

全体の色味や見た目にこだわることだけではなく、
地元の食材や旬の素材をふんだんに使い、食べてし
まうのがもったいないほどアイデア満載です。
　３年間の成長を感じる出来栄えに、３学年の職
員も一口ずつ感慨深く味わいました。

TAIRADATE SENIOR HIGH SCHOOL

平高
通 信 vol.60

インストラクターから、ターンの仕方などの指導を受ける生徒

届け成長の証　先生に お世話になった教職員への感謝を込め、盛り付けする生徒

平高の魅力や話題を発信します

平高HP 平高note

（問い合わせ先) 平舘高校 ☎ 74-2610
HP　https://www2.iwate-ed.jp/tar-h/

３年間３年間の集大成です

紫薫祭でお点前をする陽菜さん

髙橋 陽
ひ な

菜 さん 
（普通科２年：西根中出身）

患者さんから信頼される
理学療法士になりたい

家庭研究部部長
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平高ＬＩＦＥ

声を掛け合い安全にスキー授業

●人口の動き【1月31日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,090（－26） 6,301（－5）
松 尾 5,471（＋18） 2,823（＋23）
安 代 3,595（－15） 1,672（－9）
合 計 23,156（－23） 10,796（＋9）
男 性 11,207（－8）
女 性 11,949（－15）

出生 10 死亡 47
転入 61 転出 47

項 目 1月
人身事故 3（1）
死 者 0（0）
負 傷 者 3（1）
物損事故 74（69）
飲酒運転 0（0）
火 災 2（1）
救 急 147（53）

● 交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

すこやかに

やすらかに
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※個人情報保護の観点からホームページ上に掲載しないこととしました。
※※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称



ウェブサイトはこちら
松尾鉱山資料館
TEL 78-2598

ウェブサイトはこちら

山のサークル活動

　松尾鉱業㈱三代目社長の福田董
と う

氏は、昭和29年に西
ドイツを視察した際、訪問した会社のそれぞれが吹奏
楽団を持ち、職場に潤いを与えて、従業員の士気を高
めていることを目の当たりにしました。感銘を受けた
福田氏は、松尾鉱山にも吹奏楽団を作りたいと、帰国
後、楽器や必要な器材を会社が新品でそろえ、元海軍
軍楽隊出身の井上東七氏を指導者として招くと、30年
6月に「松尾鉱業所吹奏楽団」を立ち上げました。

　楽団は20代の団員を中心に、計32人で編成。ほと

海外視察で感銘を受け、吹奏楽団を立ち上げ

売れっ子吹奏楽団に

んどが未経験者のため、最初
は顔面を紅潮させ、音を出す
ので精一杯のありさまでした
が、井上氏の厳しいながらも 井上氏の指揮で、美しい音色を響かせる団員岩手山をバックに練習する団員

適切で巧みな指導と、団員たちの不屈の努力で、演
奏技術はメキメキと上達していきました。
　楽団は、ほぼ毎晩練習を続け、結成から２年で『吹
奏楽とジャズの夕べ』と銘打った演奏会を催すと、会
場を埋めた満員の楽団ファンを沸かせ、大いに喜ば
せるまでになりました。吹奏楽曲の他にジャズ演奏
も魅力で、大人にも子どもにも人気がありました。
　楽団は、会社創立の記念式典のほか、山遊会、大運動
会、職場対抗野
球大会など折々
の場面で、元気
よく心地よい演
奏を披露し、鉱
山で暮らす人た
ちの士気高揚に
貢献しました。

編・著／高井 薫平　出版／フォト・パブリッシング
　昭和30年代から50年代にかけて存在した地方私
鉄の車両の記録写真が多く掲載されています。
　第3巻では青森県と岩手県の鉄道を取り上げ、大更

新着ピックアップ

と屋敷台をつないだ松尾鉱業（松尾
鉱山鉄道）のほか、花巻市内と花巻温
泉や鉛温泉をつないだ花巻電鉄、平
成４年に旅客運輸を終了した岩手開
発鉄道、釜石専用鉄道の車両写真や
路線図などを見ることができます。

作／高畠 純　出版／佼成出版社
　「よく見ると似てる？似てない？」犬に似ているもの
を集めたページ、セリフのないサイレント絵本のペー
ジ、探しものや迷路など、いろいろな
楽しみ方が1冊に詰め込まれた絵本。
　いろいろな犬種が登場するので、犬の
図鑑と一緒に読むのも楽しそうです。

本をリサイクル

　市立図書館では不要になった図書の
リサイクルを行っています。不定期で
設置していますので、興味のある人は
ご覧ください。
▷場所　市立図書館玄関
▷持ち帰り冊数　1回5冊まで

『昭和30年代〜50年代の地方私鉄を歩く　第3巻』 『いぬはともだち』

４月２日から夏季の開館時間に変わります
▷開館時間　午前9時から午後7時まで
▷期間　４月２日㈬から
※松尾・荒屋コミセン図書室は変更ありません。

地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

問い合わせ先　教育総務課（☎・内線1361）小中学校の

統合　連携
検討しています

や を

　６年11月に、市内３カ所で開いた中学校統合に関する住民説明会では、これ
までの検討経過や統合中学校建設に向け選定した７つの候補地の内容、今後の
予定などを説明しました。参加者からの主な意見・質問を紹介します。

【西根・松尾地区】
中学校統合に関する住民説明会を開きました

今回は

来月は子どもの遊び場「ドコいこっか」を掲載します

・統合校の校舎が完成する前に、いったんどこ
　かに集めることも必要ではないか。
・小学校の統合も急いでほしい。

意　見

A

Q 統合（開校）は何年後を予定しているのか。

建設候補地の決定から8年後を予定。

A

Q ７つの候補地からどのような方法で選ぶのか。

安全で生活しやすい教育環境や建設工事費を抑
えられる整備環境などを優先した順位付け案に
ついて、各委員会などに示し、意見をもらう。

A

Q 松尾中を建設候補地に追加できないか。

追加を検討する。

A

Q 生徒数は何人を想定しているのか。

現在の小学１から３年生の児童353人で１学年
４学級、全校12学級で試算している。建設候補
地決定後、改めて試算する。

A

Q スクールバスの台数・人材確保などどう考え
ているか。

建設候補地が決まったら、運営体制やルート
などを検討する。

　統合中学校の建設候補地については、今後４カ所程度に絞り込みを行います。その上で学校統合検討
委員会などの各委員会や住民説明会などで再度意見を募り、７年度中に建設候補地を決定する予定です。
　住民説明会の資料や主な意見・回答は市ウェブサイトで確認できます。

　５年３月に策定した「第３期市小中学校適正配置計画」に基
づき、学校統合の検討状況や学校間連携の取り組みをお知ら
せするコーナーです。

説明会資料など

各会場の参加人数

松尾中 西根中 西根一中

43人 38人 47人

Vol.113

はちまんたい通
信はこちらから

企画した「ぶどう畑で移住者交流会」で、参加
した皆さんと八幡平市の秋を満喫しました。

今月の担当

岡堀 真
ま あ さ

麻さん

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
の
活
動
は
３
年
目
を

迎
え
、
こ
の
３
月
で
任
期
が
終

了
し
ま
す
。
活
動
中
は
、
市
へ

の
移
住
希
望
者
の
相
談
対
応
を

は
じ
め
、
移
住
前
後
の
サ
ポ
ー

ト
や
市
の
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア

「
は
ち
ま
ん
た
い
通
信
」で
の
情

報
発
信
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

人
生
の
大
き
な
節
目
と
な

る
移
住
。
そ
の
背
景
に

あ
る
思
い
や
実
現
し
た
い
暮
ら

し
な
ど
を
く
み
取
り
、
首
都
圏

と
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
つ

い
て
も
理
解
し
た
上
で
、
東
京

か
ら
U
タ
ー
ン
し
た
自
身
の

経
験
も
交
え
な
が
ら
情
報
提
供

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
移
住
相

談
や
移
住
者
交
流
会
の
企
画
・

運
営
を
行
う
中
で
、
市
で
の
暮

ら
し
に
つ
い
て
多
く
の
人
と
話

し
、
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に

と
っ
て
は「
当
た
り
前
」と
感
じ

る
も
の
が
、
移
住
の
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。
こ
う
し
た
気

付
き
や
新
た
な
視
点
が
得
ら

れ
、
と
て
も
学
び
の
多
い
３
年

間
で
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
知
識
や
経
験
、

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら

八
幡
平
市
で「
地
域
お
こ
し
」に

貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
３
年
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
月
は
八
幡
平
キ
ッ
チ
ン
を
掲
載
予
定
で
す
。

③
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防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1265
　　　　　　消防防災係 ☎・内線 1261

知ってナ

ん
な
の
安
心

得ッ

み

防
災
行
政
無
線
は
放
送
後
24
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
6８
・
７
３
１
３
）　

※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

ハチ推し

さくらマップ

上
うわぼうぼくや

坊牧野の一本桜１

県道焼け走り線桜並木２

為内の一本桜３

八幡平市平笠（県道233号沿い）

八幡平市野駄

八幡平市平笠〜松尾寄木

１ ２

３

５

４

６

７

８

兄畑駅

田山駅

横間駅

荒屋新町駅

小屋の畑駅

安比高原駅

松尾八幡平駅 北森駅

平館駅

大更駅
東大更駅

夫婦桜５

八幡平市松尾寄木 県民の森
（みんなの広場）内

写真提供：県民の森

県道焼け走り線を岩手山焼走り国際
交流村方面に進み、東北自動車道との
立体交差をくぐり、1.3㌔先のT字路
を右折

県道焼け走り線を岩手山焼走り国際
交流村方面に直進

東北自動車道松尾八幡平インター
チェンジから市役所本庁舎方面へ約
２㌔進み、看板を左折

市さくら公園４

八幡平市柏台
目標物など：八幡平アスピーテライン
登り口、松尾八幡平物産館あすぴーて

赤坂田の桜並木６

八幡平市赤坂田（安比川沿い）
目標物など：畑保育園、畑学び舎農産
物直売所

桜松公園７

八幡平市高畑
目標物など：不動の滝、桜松神社

　市内にある桜の名所をピックアップして写真ととも
に紹介します。
　市内には、他にも桜の便りを感じられる場所がありま
す。お気に入りの桜スポットを見つけに出掛けませんか。

八幡平市古屋敷（田代平高原内）
目標物など：七時雨山荘、七時雨山田
代平登山口駐車場

七時雨の一本桜
８ （田代平の一本桜）

写真提供：七時雨山荘

赤坂田駅

JR花輪線

国道2８2号

　
３
月
24
日
か
ら
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
運
転
免
許
証
・
運
転
経
歴
証
明
書
の
一
体

化
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、運
転
免

許
証
の
持
ち
方
は
、次
の
３
タ
イ
プ
か
ら
選

べ
る
よ
う
に
な
り
、
希
望
者
は
、
運
転
免
許

証
に
代
わ
り
免
許
情
報
が
記
録
さ
れ
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド（
マ
イ
ナ
免
許

証
）を
保
有
す
る

こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

防
犯
隊
・
交
通
指
導
隊
の

活
動
用
車
両
を
更
新

安全

マ
イ
ナ
免
許
証
の
運
用

３
月
24
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

交通

新車両の引き渡しを受けた交通指導隊・防犯隊

マ
イ
ナ
免
許
証
の
保
有
形
態

マ
イ
ナ
免
許
証
の
メ
リ
ッ
ト

①
変
更
手
続
き
の
簡
略
化
が
可
能
に

　
マ
イ
ナ
免
許
証
の
み
を
保
有
し
て
い
る

人
で
、
か
つ
、
必
要
な
手
続
き
を
済
ま
せ

た
場
合
は
、
本
籍
・
住
所
・
氏
名
お
よ
び

生
年
月
日
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
で
も
、

警
察
へ
の
届
け
出
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

②
更
新
時
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
が
可
能
に

　
運
転
免
許
証
等
更
新
の
際
に
必
要
と
な

る
講
習
を
、都
合
の
良
い
時
間
、場
所
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す（
優
良
運
転
者
お
よ
び
一
般
運

転
者
に
限
る
）。受
講
後
は
免
許
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
来
場
し
、
視
力
検
査
な
ど
の
更
新

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
更
新
手
数
料
が
安
く

　

マ
イ
ナ
免
許
証
の
み
を
保
有
す
る
場

合
、
従
来
式
の
運
転
免
許
証
に
比
べ
て
、

更
新
手
数
料
が
安
く
な
り
ま
す
。

・
取
得
し
た
マ
イ
ナ
免
許
証
の
更
新
は
、
内
蔵

す
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
記
録
更
新
な
ど
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
、
免
許
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
来

場
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
自
体
の
有
効
期
間
と

マ
イ
ナ
免
許
証
の
有
効
期
間
は
異
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
免
許
証
の
有
効
期
間
は
カ
ー
ド
に
表
記

さ
れ
な
い
た
め
、
有
効
期
限
切
れ（
失
効
）に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
岩
手
警
察
署（
☎
62
・
０
１
１
０
）

①
運
転
免
許
証
の
み
を
保
有

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証

を
一
体
化
せ
ず
、
従
来
式
の
運
転
免
許
証

の
み
を
保
有
す
る
持
ち
方
で
す
。
今
ま
で

ど
お
り
、
更
新
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

②
マ
イ
ナ
免
許
証
の
み
を
保
有

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化
し
た

運
転
免
許
証
を
保
有
す
る
持
ち
方
で
す
。

　
現
在
所
持
し
て
い
る
免
許
証
は
、
更
新

手
続
き
時
に
返
納
と
な
り
ま
す
。

③
マ
イ
ナ
免
許
証
と
運
転
免
許
証
を
保
有

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化
し
た

運
転
免
許
証
に
加
え
、従
来
式
の
運
転
免
許

証
も
引
き
続
き
保
有
す
る
持
ち
方
で
す
。

　
市
は
、
田
山
地
区
の
交
通
指
導
隊
お
よ
び

防
犯
隊
が
巡
回
・
啓
発
活
動
に
使
用
す
る
新

し
い
車
両
の
、
両
隊
へ
の
引
き
渡
し
式
を
１

月
23
日
、
市
庁
舎
前
で
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
更
新
は
、
旧
車
両
が
初
年
度
登
録
か

ら
27
年
を
経
過
し
、
故
障
が
増
え
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
、
式
で
は
両
隊
を
代
表
し
て
市
交
通

指
導
隊
の
八
重
樫
俊
則
隊
長
が「
新
車
両
を
準

備
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
ま
で
同

様
、市
民
の
皆
さ
ま
に
交
通
安
全
、防
犯
を
し
っ

か
り
啓
発
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
交
通
指
導
隊
お
よ
び
防
犯
隊
と
緊

密
に
連
携
し
、
市
民
の
安
全
啓
発
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
免
許
証
更
新
時
の
注
意
点

１
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巨大雪だるまを制作し、ウィンタース
ポーツなどで本市に訪れる人を歓迎
（２月８日、荒屋地区振興協議会）

２月17日で100歳を迎えられた畠山トミエ
さん（右）＝日泥＝これからもお元気で（２
月17日、りんどう苑デイサービスセンター）

感謝状を贈呈された上森さん（左）と高橋署長

　赤坂田地内の農業用水路に転落し、動けなくなっ
ていた80歳代の男性を救助した上森一

か ず お

男さん＝赤坂
田＝に２月3日、岩手警察署（高橋淳

あつし

署長）から感謝
状が贈呈されました。
　上森さんは1月18日の早朝、水路からスノーダンプの
持ち手が見えたことに異変を感じ、近づいて確認したと
ころ、自力で脱出できないでいた男性を発見。男性を水
路から引き上げ救助したものです。上森さんは「低体温
症や怪我など無くて良かった」と当時を振り返りました。

名護さくら祭りで交流深める
桜が開花する友好都市・沖縄県名護市を訪問

名護市の友好都市４市の関係者も参加し、祭りの開始を祝う

愛犬家同士がつながる場に
気軽に犬ぞりが体験できるイベントを開催

　犬ぞりの魅力を体験できる場を目指す八幡平犬ぞ
りの町プロジェクト2025「節分オープントレイル」は
２月1、２の両日、市さくら公園周辺で開かれました。
　イベントは、市内で開かれていた犬ぞり大会への参加
をきっかけに市に移住した齋藤顕

あ き と

人さん、宏
ひ ろ え

恵さん夫妻
と市観光協会が企画したもので、県内外から約20組が参
加。齋藤さん夫妻は「犬ぞりに親しみ、参加者や犬同士が
交流できる場を提供したかった。誰でも気軽に参加でき
るイベントとして続けていきたい」と期待を込めました。操縦者と犬たちが互いに息を合わせコースを駆け抜けた

煮しめなど郷土料理を味わいながら会話を楽しむ参加者

安代中生が、スマホを活用した災害時の
情報収集や避難経路把握を学ぶ（２月19
日、KDDIスマホde防災リテラシー講座）

写真提供：名護市

　本市の友好都市である沖縄県名護市との交流を深めよ
うと、本市から星俊

と し や

也教育長や工藤隆
りゅういち

一市議会議長など
6人が1月24日から27日までの日程で、同市を訪問しました。
　訪問団は、毎年この時期に開かれる名護桜まつり
のオープニングセレモニーやパレードに、他の友好都
市４市とともに参加。まつりの開会を祝うとともに相
互の交流を深めました。
　"桜"が縁で旧松尾村と同市が昭和63年に友好都市を締
結し始まった相互交流は、今年で38年目を迎えています。

長年の活動を胸に今後を展望
「安代未来を拓く女性会議」が30年を語る会を開催

　地域の担い手育成を目的に安代地区の5団体（発足時は
8団体）で組織し、活動してきた「安代未来を拓く女性会議」
は1月28日、30年を語る会を細野コミセンで開きました。
　本会には約40人が出席。各団体が工夫を凝らして準備
した郷土料理などが盛り付けられた弁当を楽しみなが
ら、これまでを振り返りました。議長を務める八幡勢

せ い こ

子
さん（JA女性部）は「これからも活動を続け、みんながつ
ながるきっかけになれば良い」と思いを込めました。同女
性会議は7年度内に結成30年の記念事業を行う予定です。

違和感見逃さず人命救助
水路転落の男性を助け出した上森さんに感謝状

ルワンダでのりんどう生産10周年を関係者と祝った(現地ほ場）

健康なまちづくりに貢献
㈱バイタルネット盛岡支店と市が連携協定を締結

　医薬品の販売などを手掛ける㈱バイタルネット盛
岡支店（鴇

と き た

田剛
つよし

支店長）と市は２月12日、市民の健康
増進を目的とした連携協定を取り交わしました。
　連携により市は、同社のネットワークを活用した市
民の健康づくりや生活習慣病予防対策、感染症対策な
どの取り組みを進める予定です。
　鴇田支店長は「健康増進イベントの支援や啓発活
動などの取り組みを通じて、より安心して暮らせる
地域づくりに貢献したい」と力を込めました。 ㈱バイタルネット鴇田剛盛岡支店長（左）と佐々木市長

本市で全日本学生スキー選手権大会
（ジャンプ競技ほか）が開催。練習の成果
を競った（２月18日から21日、矢神飛躍台）

冬山での行方不明者捜索訓練など救助技
術の向上を図った（２月８、９の両日、八幡
平遭難対策委員会厳冬期遭難救助訓練）

平舘高の生徒がフィールドワークで調
査した地域の魅力などを市議会議場で
発表（２月19日、ハチタン議会）

リンドウ生産の新展開見据え
ルワンダでの生産開始から10周年を関係者と祝う

　佐々木八幡平市長や安代リンドウ開発（一社）の立
花賢

け ん せ い

生会長など４人は、1月22日から30日までの日
程で、ルワンダ共和国を訪問しました。
　訪問団は、現地での試験栽培から始まった切花りんど
うの生産開始から10周年を祝うとともに、新たに整備し
た培養施設の開所式に出席。ヨーロッパへの輸出拡大に
向け、思いを新たにしました。2019年に現地生産法人「ブ
ルームヒルズルワンダ」と締結した契約のもと始まった
リンドウ栽培は、昨シーズン142万本を輸出しています。
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▪
編
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後
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▽
２
年
連
続
で
掲
載
を
断
念
し
て
い
た
桜

の
名
所
で
す
が
、
本
号
で
よ
う
や
く
紹
介

で
き
ま
し
た（
21
㌻
参
照
）。
調
べ
る
過
程

で
、
軽
井
沢（
安
代
地
区
）の
１
本
桜
が
今

は
見
ら
れ
な
い
と
知
り
、
残
念
に
思
い
ま

し
た
が「
根
石
ダ
ム
の
桜
も
綺
麗
だ
よ
」と

新
た
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
時
期
を

合
わ
せ
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

智〇

▽
各
種
ス
キ
ー
大
会
を
取
材
。
ノ
ー
マ

ル
ヒ
ル
サ
イ
ズ
の
ジ
ャ
ン
プ
台
を
、
踏

み
切
り
台
近
く
ま
で
初
め
て
上
る
こ
と

に
。
階
段
途
中
で
何
度
か
休
憩
を
は
さ

み
な
が
ら
上
り
き
り
、
高
さ
に
お
の
の

き
な
が
ら
何
と
か
撮
影
し
ま
し
た
。
87

㍍
の
高
さ
か
ら
飛
び
出
す
選
手
の
す
ご

さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。　
　
千○
○

全中４位入賞のよろこびを学校に報
告した八幡さん（2月10日、西根中）

　
１
年
生
の
時
か
ら
全
中
な

ど
、全
国
大
会
に
出
場
し
注
目

さ
れ
る
存
在
だ
っ
た
八
幡
さ

ん
。昨
年
、２
年
生
で
出
場
し
、

11
位
に
食
い
込
ん
だ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
同

学
年
で
は
２
番
と
な
っ
た
。
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有
望
選
手
と
し
て
24-

25
シ
ー
ズ
ン

の
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
強
化
指
定
選

手
に
指
定
さ
れ
る
と
、
同
じ
強
化
選

手
と
の
合
同
合
宿
も
重
ね
て
き
た
。

「
一
緒
に
練
習
し
た
ラ
イ
バ
ル
た
ち

の
意
思
の
強
さ
や
積
極
性
に
と
て
も

驚
い
た
」と
い
う
。
刺
激
を
受
け
、

競
技
へ
の
向
き
合
い
方
を
見
つ
め

直
す
と
、
１
本
１
本
の
滑
走
を
大
事

に
意
識
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ

た
。迎
え
た
今
シ
ー
ズ
ン
。県
大
会
、

や
は
た
・
り
く
と
　
15
歳
　
＝
西
根
中
３
年
＝

輝
　
　
人

ラリ
キ

第

回
140

　
っ
と
頑
張
っ
て
き
た
の

で
、
と
て
も
嬉
し
い
。

お
世
話
に
な
っ
た
人
へ
の
感
謝
を
胸
に 

高
み
を
目
指
す

入
賞
は
家
族
や
コ
ー
チ
、
学
校
の

先
生
な
ど
、
お
世
話
に
な
っ
た
人

の
お
か
げ
」と
晴
れ
や
か
な
表
情
で

周
囲
へ
の
感
謝
を
口
に
す
る
の
は
、

２
月
上
旬
に
行
わ
れ
た
全
国
中
学

校
ス
キ
ー
大
会（
全
中
）ア
ル
ペ
ン

競
技
の
回
転
種
目
で
、４
位
に
入
賞

し
た
八
幡
陸
斗
さ
ん
。中
学
最
後
の

全
中
を
、念
願
の
入
賞
で
飾
っ
た
。　

　
ア
ル
ペ
ン
競
技
を
始
め
た
の
は
、

田
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
団
し

た
小
学
校
２
年
の
と
き
。「
上
手
く

な
っ
て
い
く
の
が
自
分
で
も
分
か

東
北
大
会
で
回
転
、大
回
転
競
技
の

い
ず
れ
も
制
し
、４
冠
を
達
成
し
た
。

　
当
面
は
、３
月
に
開
か
れ
る
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
練
習

に
取
り
組
む
と
い
う
八
幡
さ
ん
。

良
い
結
果
も
大
事
だ
が「
応
援
さ
れ

る
選
手
が
理
想
か
な
」と
目
指
す
選

手
像
を
話
す
。
周
囲
の
人
へ
の
感

謝
を
胸
に
競
技
に
取
り
組
み
、
将

来
は「
国
際
大
会
で
活
躍
出
来
る
選

手
に
な
り
た
い
」と
力
を
込
め
る
。

り
、
楽
し
く
な
っ
て
き
て
」と
当
時

を
振
り
返
る
。
土
・日
は
田
山
ス

キ
ー
場
で
練
習
、平
日
は
盛
岡
市
玉

山
区
に
あ
る
ス
キ
ー
場
で
営
業
終

了
時
間
ま
で
滑
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
中
学
入
学
後
は
、
県
内
の
有
力
選

手
も
集
ま
る
ス
キ
ー
チ
ー
ム
に
移
る

と
、冬
は
ス
キ
ー
、夏
は
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
と
二
足
の
わ
ら
じ
で
取
り
組
ん

だ
。「
大
変
だ
っ
た
が
、
バ
レ
ー
は

ス
キ
ー
と
は
別
の
楽
し
さ
が
あ
り
、

仲
間
と
試
合
に
出
掛
け
る
の
も
楽
し

か
っ
た
」と
笑
顔
を
浮
か
べ
る
と「
バ

レ
ー
で
培
っ
た
瞬
発
力
は
ス
キ
ー
に

も
役
立
っ
て
い
る
と
思
う
」と
も
。

 

ず

八
幡 

陸
斗　
さ
ん

平成21年生まれ。両親、妹と４人暮らし。夏場
に活動したバレーボール部では、未経験からの
スタートだったが、3年生時には地区中総体
で優勝。チーム躍進の原動力となった。所属す
るスキーチームのコーチには生活面や生き方な
ど、技術以外のことも教えてもらい感謝しきれ
ない。モットーは「練習から全力で取り組む」。

令
和
６
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会
第
62
回

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会　

ア
ル
ペ
ン
種
目

男
子
回
転
競
技
で
４
位
入
賞

「


